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第９章 史跡の整備

第１節 方向性

（保存のための整備）

・遺構の保存を確実に行い、本史跡の本質的価値を将来へ確実に保存継承していくことができるよ

うな整備を行う。

（活用のための整備）

・来訪者が本史跡の本質的価値を適切に理解できるよう、各種調査研究の成果に基づく整備を、

短期・中期・長期で段階的に進めていく。

・史跡の立地上の特徴や、寺院が存在した当時の入口を体感できるよう、史跡南側からの眺望や動

線も意識した整備を行う。

・史跡の保存活用に関係のない要素を撤去する一方、現在の趣ある景観も残しつつ、史跡として相

応しい景観の形成を行う。

・周辺文化財や文化施設との一体的な活用が図れるよう、誘導板の設置等の整備を行う。

・地域の歴史文化を身近に触れ、学び、体感できるような学習の場を創出する。また、来訪者の憩

いとふれあいの場・交流の場となるよう、寺域外では緑地空間を中心とした整備を行う。

（共通）

・将来的に整備の考え方等は、変化していくことも考えられる。整備完了後、各施設の状況や史跡

整備の考え方の変化を踏まえ、必要に応じて再整備等の見直しを図ることで、良好な歴史空間の

維持と向上に向けた、進化する整備に努める。

第２節 整備の方法

（１）保存のための整備

■遺構の保存

本史跡は、遺構面から地表面までの層厚が薄く、後世の農地開発による削平や宅地化等による影響も

受けており、遺構の遺存状態は、良好とはいえない。しかしながら、塔跡では、基壇・礎石・地下式心

礎、金堂跡では、基壇範囲が確認され、寺域を示す遺構や瓦窯跡も遺存している。

これらの遺構を確実に保存し、整備の際に影響が及ぶことのないよう、指定地内に十分な保護盛土を

行う。また、整備時の造成は、原則として盛土とする。

地表面に露出する塔跡基壇の土壇・礎石・地下式心礎は、確実に保護するため露出展示を避け、地中

へ保存し、その上面に保護盛土を行ったうえで遺構表現を行う方法を検討する。

寺域内に生育する既存の樹木（市指定天然記念物の中山路のイチョウを除く）は、寺域の一体的な整

備に支障が生ずることや、樹根が遺構面に影響を及ぼしている可能性が高いため、伐採を行う。

■保存施設の設置

第７章において述べたとおり、説明板や境界標、囲い等の保存管理に必要な施設の新設を行う。また、

史跡名称碑は、史跡入口付近の目に付きやすい場所へ移設する。

■墓地の移転

第６章において述べたとおり、指定地内に所在する一般墓地は、土地所有者の理解と協力を得て移転

を行う。移転までの間は、所有者による維持管理を行う。
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（２）活用のための整備

①環境基盤の整備

■地形造成

本史跡は、扇状地面に位置することから、全体として南東方向へ傾斜しており、寺域内は、最大約３

ｍの比高差がある。また、後世の宅地開発や農地利用によって、指定地内に複数の段差が生じている。

地形造成にあたっては、整備工事の際に地下遺構へ影響が及ぶことのないよう、遺構保護層を設けて地

下遺構の保全を確保する。

地形造成は、原則として、史跡が機能していた当時の地形も考慮する必要がある。したがって、発掘

調査に基づき推定される遺構面の地盤高を基に、遺構面と同様の勾配に合わせた地形面を、盛土により

可能な限り復元する。ただし、盛土により生ずる東端・南端の比高差や、雨水排水への影響も考慮して、

適切な方法を検討する。

■雨水排水

整備では、雨水の地表排水は地形に沿ったものとし、流末は許容流下能力等を考慮したうえで、指

定地外縁の既設側溝への放流を検討する。ただし、雨水によって造成後の地表面に侵食や滞水が生じな

いよう、浸透排水も組み合わせ、近隣住宅への影響がなく、史跡としての景観に適した材料・工法を採

用する。

■修景・遺構表現のための植栽

指定地内の既存樹木については、市指定天然記念物である中山路のイチョウを除き、遺構への影響や

古代寺院跡としての景観形成を目的として、原則伐採する。ただし、遺構の規模や形態の表現、地表面

の侵食防止、指定地境界の明示を目的とする場合のみ、地下遺構に影響がないよう、必要最小限の範囲

で新たに地被植物や低木植栽を行う。また、来訪者が一時的に休憩し快適な見学ができるよう、必要最

小限かつ史跡の保存に影響のない範囲に、緑陰のための植栽も検討する。

②遺跡の表現

■遺構表現

平成 16 年に策定された『郡里廃寺跡整備構想案』では、講堂跡・金堂跡・塔跡・中門跡・南大門跡・

築地塀跡・回廊跡について遺構表現を行うとしている。また、寺域の内側については、玉砂利舗装とす

る計画案が提示されている。

その後、平成 17 年度から平成 23年度にかけて行われた整備に向けた発掘調査では、当初想定されて

築地塀の表現

（岐阜県大垣市・美濃国分寺跡）

芝生舗装

（大分県大分市・豊後国分寺跡）

築地塀の表現

（三重県鈴鹿市・伊勢国分寺跡）
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いた講堂跡・中門跡・南大門跡・回廊跡については、遺構が検出されず、金堂跡・塔跡・寺域の一部・

瓦窯跡のみ確認された。

遺構表現は、最新の調査研究成果を踏まえ、来訪者が本史跡の本質的価値を視覚的に理解できるよう、

平面表示と立体表示を組み合わせた適切な方法で行う。

第 16 表 遺構表現の基本方針（※）

（※）各遺構表現の具体的な方法は、整備基本計画において検討する。

名称 検出状況・推定される規模 遺構表現の方針

金堂跡
※削平につき基壇高の推定困難

・基壇規模：東西 15m、南北 12m（推定）
・平面または立体表示を検討する。

塔跡

・基壇規模：１辺 11.5m（推定）

・中間：2.4m、脇間 2.1m（推定）

・四天柱：北東の礎石は、原位置を保ち、北西の

礎石はやや東に移動

・心柱：南北 106cm、東西 108cm、残存痕跡高 58cm

の平面八角形。床面に地下式心礎

・基壇の規模が明らかな再建期を表

示する。

・土盛に張芝を行う等の方法によっ

て、立体表示を検討する。

・礎石は、石材調査を実施したうえ

で、同様の石材で復元表示を検討

する。

・心柱については、創建期のもので

あるため、誤解がない表示を検討

する。

寺域

区画

土塁状
遺構

溝状
遺構

※削平につき規模の推定困難。以下は、確認され

た主な遺構の状況を示す

・寺域西限：上底約 70cm、下底約 300cm、高さ約

70cm の断面台形状

盛土両側に最大 20cm の浅い溝

・寺域東限：薄い盛土があるが土塁幅不明

盛土両側に最大 20cm の浅い溝

・寺域北限：幅約２mの帯状盛土

盛土両側に 2条の溝

・平面または立体表示を検討する。

瓦窯跡
（有床式平窯）

※削平につき規模の推定困難。以下は、確認され

た遺構の状況を示す

・残存部の全長：約 4.5m、幅：約 1m(東西方向に

延びる長円形)、西側削平につき全体の規模不明

・２条の床設置

・焼成室の全長：約 2.9m、幅：約 1.16m

・燃焼室の全長：約 1.59m、幅：約 0.93m

・焼成室と燃焼室で 0.43m の高低差があり、焼成

室の床面は、５度傾斜

・平面または立体表示を検討する。

寺域内
・寺域範囲：東西約 100m、南北約 120m（推定）

※寺域南限は、確認されていない

・寺域内と寺域外で異なる平面表示

舗装とし、寺域の明示を図る。

立体表示の事例

（大分県大分市・豊後国分寺跡）

立体表示の事例

（岐阜県大垣市・美濃国分寺跡）

平面表示（溝跡）の事例

（大分県大分市・豊後国分寺跡）
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石製

（愛知県名古屋市・志段味古墳群）

■遺構解説板等

来訪者が本史跡について理解できるよう、史跡全体の説明板だけでなく、各遺構付近に個別の遺構を

解説するサイン板を設置する。遺構解説板は、イラストや写真も併用し、簡潔で分かりやすい記述とす

る。各遺構の具体的な内容の解説は、ガイダンス施設やパンフレット等で行うこととし、遺構解説板は、

現地での本質的価値の理解を補完するものとして位置付ける。また、説明板同様に、訪日客に向けた多

言語対応を行う。

③公開・活用

■ガイダンス施設

活用の章で述べたとおり、当面は、願勝寺境内の美馬市立郷土博物館（延床面積 79 ㎡）を、本史跡

のガイダンス施設として位置付ける。ガイダンス施設では、本史跡や周辺の文化財、地域の歴史的・地

理的なストーリーについて学習できるよう、出土遺物・説明パネル・模型等の展示を行い、史跡の見学

前または見学後の理解が深まるような展示内容とする。ただし、本施設は、小規模であり展示機能に限

りがあるため、映像資料やデジタルコンテンツ等を利用した情報提供については、道の駅における交流

センターの利用も検討する。

現地を訪れた来訪者が、本史跡について楽しく学ぶことができるよう、AR（Augmented Reality：拡

張現実）・VR（Virtual Reality：仮想現実）・CG（Computer Graphics）等のデジタルコンテンツによ

るガイドの導入についても検討する。また、指定地付近の地形模型の設置や、地形環境を視覚的に表現

した標高段彩図等の地形情報についても、パンフレットやアプリ等による提供を検討する。

■休憩施設

来訪者が一時的な休憩をできるよう、寺

域外に適宜ベンチを設置する。ベンチは、

掘削を伴わない据置き型とし、史跡として

の景観に適した形状・寸法とする。

遺構解説板

（宮城県仙台市・陸奥国分寺跡）

遺構解説板

（神奈川県鎌倉市・永福寺跡）

遺構解説板

（大阪府高槻市・今城塚古墳）

【道の駅における展示テーマの例】

⇒ 寺町の歴史文化の解説

・寺町の歴史文化の紹介

・寺町の各種文化財の紹介

・郷土史の学習コーナー

・映像資料の放映

・地形模型展示 等

【ガイダンス施設における展示テーマの例】

⇒ 史跡郡里廃寺跡・史跡段の塚穴・坊僧窯跡などの

瓦窯等の解説

・郡里廃寺跡周辺の地理的環境

・古代美馬郡の様相

・郡里廃寺跡の歴史

・検出遺構と出土遺物

・史跡段の塚穴をはじめとした市内の古墳 等

石材＋合成木材

（岐阜県関ケ原町・関ケ原古戦場）
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足下灯

（京都府長岡京市・恵解山古墳）

芝生舗装

（岐阜県大垣市・美濃国分寺跡）

街灯

（岐阜県大垣市・昼飯大塚古墳）

本史跡に隣接して道の駅「みまの里」が位置するため、関係者の理解と協力を得て、来訪者は道の駅

においてトイレや休憩ができるような連携を進める。

■寺域外の広場・動線

平成 16 年に策定された『郡里廃寺跡整備構想案』では、寺域外は、芝生

舗装とする計画案が提示されている。本史跡を来訪者の憩いの場・交流の

場としても活用していくことや、高齢者や子どもの安全確保も考慮して、

寺域外は、整備構想案同様に芝生舗装等で検討する。

史跡の入口は、指定地北西部とし、指定地内は自由に散策できるよう

自由動線を基本とする。ただし、史跡の立地上の特徴や、寺院が存在した当時の入口を体感できるよう、

史跡南側からの眺望や動線も意識した整備を行う。車いす等の使用者も指定地内を安全に移動するため

に、平坦な園路を適切な位置に設置することを検討する。

本史跡は県道および旧県道に接しており、史跡を横断する市道も、付替えが行われるまでの当面の間

は、歩道としての機能を維持することになる。したがって、両道から自動車が侵入することのないよう

に、史跡の入口に車止めや規制板等を設置することで、指定地内への一般車両の進入防止を図る。

寺域外の広場の整備では、地域住民も参加できるような取組も開催することで、史跡への親しみや保

存活用の気運を、地域一体となって醸成していくことができるように努める。

■維持管理施設

本史跡を適切に維持管理するための施設と

しては、照明施設・給水施設がある。

照明施設は、夜間における来訪者の安全性や

防犯上を考慮した明視照明とし、指定地内に照

明灯を適宜設置する。照明灯は、史跡として

の景観に適した形状・寸法とし、住宅地も隣

接することから、落ち着いた明るさとなるように配慮する。

給水施設は、指定地内の植栽等の維持管理に必要な散水栓を適所に設置する。

■防災

史跡に隣接する道の駅「みまの里」が指定緊急避難場所に指定されているため、「みまの里」と連携

し、オープンスペースを活かした災害時の一時避難場所や、防災活動の拠点としての位置付けを図る。

また、災害対応型ベンチ等の設置も検討する。

■駐車場

原則として、史跡周辺に位置する既存の駐車場を利用する。来訪者が周辺文化財を周遊するために自

家用車やバスを駐車する場所として、①道の駅、②史跡段の塚穴の北側、③美馬市民グラウンドの駐車

場、④寺町の駐車場を利用できるようにすることで、利便性の向上を図る。


